
平成１８年６月１３日 

                               
 

平成１８年度宗像市小中一貫教育推進協議会設立にあたって 

 
(1) 小・中学校の教育活動の共通化を図るシステムづくり 
 ① 校務会議の設置（２月） 
  ○日の里中学校区（三校校務会議：３校の校長・教頭・教務主任と教育委員会事務局） 
  ○大島中学校区 （二校校務会議：２校の校長・教頭・教務主任と教育委員会事務局） 
 ② 小中一貫教育推進校の「指導計画」作成（２月～３月） 
  ○推進校における共通目標の決定（３月） 
  ・日の里中学校区：『自分を確立し、共に生きる児童生徒の育成』 
  ・大島中学校区：『豊かな心と確かな学力を身につけた子どもの育成』 
  ○指導計画に基づく教育活動の実施（４月～） 
  ・校務分掌の決定（小中学校の教員で組織する分掌組織） 
  ・週時制の決定（小中学校の授業開始時刻を一部そろえた週時制） 
 ③ 推進校の「指導計画」に基づく教育活動状況の自己評価結果の報告 
  ・第１回「小中一貫教育推進協議会」（７月） 
  ・第２回「小中一貫教育推進協議会」（12 月） 
  ・第３回「小中一貫教育推進協議会」（３月） 
(2) 小・中学校の教員の教育活動における交流を深めるシステムづくり 
 ① 兼務教員の決定（４月） 
  ・日の里中学校区（中学校２名・日の里西小学校１名・日の里東小学校１名） 
  ・大島中学校区（中学校３名・小学校１名） 
 ② 兼務教員による小中の授業交流（４月～） 
  ・日の里中学校（保健体育科教員→両小学校の６年生 理科教員両小学校の６年生） 
  ・日の里西小学校（中学校１・２・３年の家庭科） 
  ・日の里東小学校（中学校１年の数学） 
 ③ 兼務教員による授業効果についての検証（７月・12 月・３月） 
  ・児童生徒の意識調査、保護者の意識調査、教員による内部評価を行い、その結果を年３

回の「小中一貫教育推進協議会」へ報告 
(3) 児童生徒の発達段階に即した教育活動の充実を図るシステムづくり 
 ① 児童生徒の発達段階に即した教育区分の設定（1 月） 
  ・前期（小学校 1 年・２年・３年・４年） 
  ・中期（小学校５年・６年・中学校１年） 
  ・後期（中学校２年・３年） 
 ② 各期の発達段階に即した教育活動の実施（５月～） 
 ③ 発達段階に即した教育活動の充実に向けた研究組織の設置（８月） 
 ④ ４・３・２年の発達段階に即した教育活動の実施状況評価（12 月・３月） 
(4) 小中一貫教育の学校運営に保護者や地域住民が積極的に参画するシステムづくり 
① 小中一貫教育推進協議会の委員の委嘱（５月） 
② 学校運営評議委員会の委員の委嘱(５月) 

 ③ 学校運営評議員による推進校の視察と教育活動等の評価（７月） 
 ③ 「小中一貫教育推進協議会」の開催（７月・12 月・３月） 
  ・小中一貫教育推進校の自己評価結果の説明 
  ・学校運営評議員会の外部評価結果の説明 
  ・小中一貫教育推進校の自己評価、外部評価の公表についての協議 
  ・小中一貫教育推進校への支援や条件整備に関する協議 



 

平成１８年度宗像市小中一貫教育推進協議会の活動内容・組織 
１ 主な活動内容（平成１８年度～平成２０年度） 

活動時期 活動の内容 

平成１８年 
 

 ４月上旬 ○市教委事務局が事務局会にて、小中一貫教育推進校への

支援や条件整備等についての協議を行う。 

５月下旬 ○市教委事務局が学校運営評議委員予定者に主旨の説明

を行い、学校運営評議委員の委嘱を行う。 

７月下旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して１

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

１２月中旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して２

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

 ２月中旬 ○市教委事務局が教育委員会へ実施状況を報告する。 

３月上旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して今

年度の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

平成１９年 
 

４月下旬 ○小中一貫教育推進校長が自校のＰＴＡ総会等にて、小中一 
貫教育推進に係る自己評価と外部評価の結果を公開する。 

５月上旬  ○小中一貫教育推進校長が学校運営評議委員会に対して今

年度の推進構想を説明する。 
７月下旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して１

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

１２月中旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して２

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

 ２月中旬 ○市教委事務局が教育委員会へ実施状況を報告する。 

３月上旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して今

年度の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

平成２０年 

４月下旬 ○小中一貫教育推進校長が自校のＰＴＡ総会等にて、小中一 
貫教育推進に係る自己評価と外部評価の結果を公開する。 

５月上旬  ○小中一貫教育推進校長が学校運営評議委員会に対して今

年度の推進構想を説明する。 
７月下旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して１

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

１０月下旬 ○推進校の研究成果を「研究発表会」として公開する。 

１２月中旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して２

学期の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 

 ２月中旬 ○市教委事務局が教育委員会へ実施状況を報告する。 

３月上旬 ○学校運営評議委員会が小中一貫推進協議会に対して今

年度の小中一貫教育に係る学校評価を行う。 



 
２ 平成１８年度の活動内容 

活動時期 活動の内容 
５月中旬 

 
 
 
 
   下旬 
 
 
 
 
６月上旬 

 
 
 
 
 

 
 
７月上旬 

 
 
 
７月下旬 

 
１０月下旬 
 
１２月上旬 
 
 

中旬 
 

２月中旬 
３月中旬 

 

５月１６日：市教委事務局が日の里地区小中一貫教育推進校の三校校

務会議（以下校務会議）にて、年間推進計画作成に係る

情報提供を行う。 

   １７日：市教委事務局が事務局会にて学校運営評議委員会設立等

に向けた協議を行う。 

１９日：市教委事務局が大島地区小中一貫教育推進校の四者校務

会議（以下校務会議）にて、年間推進計画作成や学校運

営評議委員会設立に向けた情報提供を行う。 

３０日：市教委事務局が校務会議にて、年間推進計画作成や学校

運営評議委員会設立に係る情報提供を行う。 

 ６月 ６日：市教委事務局が学校運営評議委員予定者に主旨の説明を

行い、学校運営評議委員の委嘱を行う。 

６月２６日：大島地区小中一貫教育推進校が福岡教育事務所による小

中一貫教育に係る学校評価を受ける。 

２７日：市教委事務局が校務会議にて、１学期の学校運営の評価

項目や方法、結果等に係る情報提供を行う。 

３０日：市教委事務局が校務会議にて、１学期の学校運営の評価

項目や方法、結果等に係る情報提供を行う。 

７月 ４日：市教委事務局が校務会議にて、夏季休業中及び２学期以

降の推進計画に係る情報提供を行う。 

  １１日：日の里地区小中一貫教育推進校が福岡教育事務所による

小中一貫教育に係る学校評価を受ける。 

１８日：学校運営評議委員が小中一貫推進協議会にて１学期の小

中一貫教育に係る学校評価を行う。 

１０月２７日：日の里地区学校運営評議委員が日の里中学校研究発表会

にて、指導方法等に係る情報提供を行う。 

１２月 ５日：市教委事務局が校務会議にて、２学期の学校運営の評価

項目や方法、結果等に係る情報提供を行う。 

１９日：学校運営評議委員が小中一貫推進協議会にて２学期の小

中一貫教育に係る学校評価を行う。 

 ２月２７日：市教委事務局が教育委員会で実施状況を提する。 

 ３月１３日：学校運営評議委員が小中一貫推進協議会にて１学期の小

中一貫教育に係る学校評価を行う。 



 
３ 実施体制  
（１）実施委員会 
① 日の里地区小中一貫教育推進協議会（校務会議） 

② 大島地区小中一貫教育推進協議会（校務会議） 

（２）学校運営評議委員会 
① 日の里地区学校運営評議委員会 

② 大島地区学校運営評議委員会 

 
平成１８年度 宗像市小中一貫教育研究協議会の構造図 

学校名 職名 氏 名 備考 
日の里中学校 校長 田 中 雅 子  
日の里東小学校 校長 大 嶋 正 紹  
日の里西小学校 校長 釜 瀬   計  
日の里中学校 教頭 石 橋 千 宜  
日の里東小学校 教頭 森 川 正 樹  
日の里西小学校 教頭 上 田 隆 造  
日の里中学校 教務主任 江 崎 淑 治  
日の里東小学校 教務主任 高 嶋 富 士 夫  
日の里西小学校 教務主任 新 海 秀 俊  

学校名 職名 氏 名 備考 
大島中学校 校長 塩 川 重 信  
大島小学校 校長 原   典 代  
大島中学校 教頭 今 任 浩 二  
大島小学校 教頭 大 野 弘 隆  
大島小学校 教務主任 花 田 智 彦  
大島小学校 教務主任 中 村 藤 恵  

役職 職名 氏 名 備考 
日の里コミュニティ代表     会長 柳 瀬 幹 雄  
保護者代表（日の里中）        
保護者代表（日の里東小）    
保護者代表（日の里西小） 会長 野 津 健 司 元ＰＴＡ会長 
有識者 福岡教育大学教授 寺 岡 聖 豪  
有識者 福岡教育大学教授 小 泉 令 三  

役職 職名 氏 名 備考 
大島コミュニティ代表     会長 梶 原   實  
保護者代表（大島中）        
保護者代表（大島小）    
有識者 福岡教育大学教授 寺 岡 聖 豪  
有識者 福岡教育大学教授 小 泉 令 三  
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